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　壁　西日　しょうもない温度　ソースの匂い
　どんちゃらテレビ　かっこ笑い　今日の強姦魔
　白もすっかり抜けた瓶の底
　無言電話　薄い布　透けたように光る紙
　壁　西日　壁　しょうもない温度　醤油の匂い
　頭上の竹とんぼ　くるくる回る　くるくる回る
　縮んだ寝間着　空の本棚　叩き殺した何かの虫
　しょうもない温度　壁　点かない電灯　壁
　遠くで　祭囃子　祭囃子　祭囃子
　白もすっかり抜けた瓶の底
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すごろく


小説のネット投稿を始めてみたくなった青二才です。
下記のサイトでも同じものを投稿しています。
↓↓↓
https://kakuyomu.jp/users/hayamaru001
http://www.pixiv.net/member.php?id=15332624
http://syosetu.com/user/top/


https://slib.net/a/20732/
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